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本論文では, MS-Windowsなどの-般的なGUI上でのｱｲｺﾝ選択やｽｸﾛ-ﾙなどの操作

の効率を上げることを目的として,従来から用いられているｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞやﾏｳｽなどの入ｶﾃﾞﾊﾞｲ

ｽに加え,計算機画面を見るﾕ-ｻﾞの視線の動きを用いた視線追加型ｲﾝﾀﾌｪ-ｽを提案す

る.

本論文では

(1)ｳｲﾝﾄﾞｳ,ｱｲｺﾝ,ﾒﾆｭ-の選択(ﾀ-ｹﾞｯﾄ選択),

(2)特定の場所-のﾀ-ｹﾞｯﾄの移動(ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛﾂﾌﾟ),

(3)ｳｲﾝﾄﾞｳのｽｸﾛ-ﾙ

の3種類の換作に対して,視線の動きを入力として追加する方式を提案する.

ﾀ-ｹﾞｯﾄ選択では,ﾎﾟｲﾝﾃｲﾝｸﾞ操作に視線を,確定操作には従来通りﾏｳｽﾎﾞﾀﾝを用い

る.ｶ-ｿﾙ位置微調整方式としてAuto方式, Manual方式, semiAuto方式の3つを提案する.

-般的なGUIを想定した環境で評価実験を行った結果, SemiAuto方式を用いた場合,選択誤

りを大幅に増やすことなく,操作時間を同程度かより短縮できることが分かった.特に,非連続操

作(ｶ-ｿﾙの初期位置が不定の場合の選択換作)においては,操作時間を約2/3に短縮でき

た.

ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛﾂﾌﾟでは,操作をﾄﾞﾗｯｸﾞｱｲｺﾝとﾄﾞﾛﾂﾌﾟｱｲｺﾝに対する2回の連続したﾀ-

ｹﾞｯﾄ選択であると見なし,ﾀ-ｹﾞｯﾄ選択方式としてSemiAuto方式を適用する.評価実験の結

呆,提案方式による操作は従来のﾏｳｽのみの操作に比べて,操作誤りを大幅に増やすことなく,

1回の換作について平均で約17%(0.4秒)短く操作できた.また初心者を想定した実験では,操

作誤りも減り,平均で約27%(0.8秒)短く操作できた.

ｽｸﾛ-ﾙでは,ｳｲﾝﾄﾞｳ中央からﾕ-ｻﾞの画面上の注目箇所(注視点)までの垂直方向の距

離をｽｸﾛ-ﾙ速度に比例させる.ﾕ-ｻﾞはｳｲﾝﾄﾞｳ内で視線を移動させるだけで,表示したい

ﾃｷｽﾄ部分をｳｲﾝﾄﾞｳ中央部に移動させ,表示させた状態でｽｸﾛ-ﾙを停止させることができ

る.評価実験の結果から,ﾃｷｽﾄのｽｸﾛ-ﾙにより文字列を検索するという作業(ﾀｽｸ)におい

ては,視線による自動ｽｸﾛ-ﾙはｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞ操作によるｽｸﾛ-ﾙと比較して同程度かそれ以

上に有効であることが分った.
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(論文審査結果の要旨)

計算機画面を見るﾕ-ｻﾞの視線の動きを計算機-の入力に利用したｲﾝﾀﾌｪ-ｽは視線ｲ

ﾝﾀﾌｪ-ｽと呼ばれる.視線の移動速度は極めて速いため,ﾏｳｽと比較して高速にﾎﾟｲﾝﾃｲ

ﾝｸﾞ操作を行うことができるなど視線は計算機の入力手段として有望である.しかし現状の視線

計測装置には誤差があるため,例えば視線により計算機画面上の-点を正確に指し示すといっ

たことは難しい.従来より提案されている視線ｲﾝﾀﾌｪ-ｽは,視線で操作することができるよう

に特殊化されたGUI上で用いることを前提としていたり,あるいは特殊化されたGUI上で評価が

行われていたりした.

本論文では, MS-Windowsなどの-般的なGUI上でのGUI操作の効率を上げることを目的と

して,従来から用いられているｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞやﾏｳｽなどの入ｶﾃﾞﾊﾞｲｽに加え,視線の動きを用

いる視線追加型ｲﾝﾀﾌｪ-ｽを提案し, -般的なGUIを想定した環境で評価を行っている.提

案している視線追加型ｲﾝﾀﾌｪ-ｽは3種類のGUI操作を対象とする.

第2章では,ﾎﾞﾀﾝやｱｲｺﾝなどのﾀ-ｹﾞｯﾄ選択を対象とする視線追加型ｲﾝﾀﾌｪ-ｽに

ついて述べられている.ﾎﾟｲﾝﾃｲﾝｸﾞ操作に視線を,確定操作には従来通りﾏｳｽﾎﾞﾀﾝを用

いた従来方式に,ｶ-ｿﾙ位置微調整を追加することで,従来方式では選択が困難であった狭

い間隔で配置された小さなﾀ-ｹﾞｯﾄを効率良く選択することができる.ｶ-ｿﾙ位置微調整方式

としてAuto方式, Manual方式, semiAuto方式の3つの方式が提案されている. -般的なGUI

を想定した環境で評価実験を行った結果, SemiAuto方式はﾏｳｽのみを用いた場合よりも効率

良く操作できたことが示されている.

第3章では,ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛﾂﾌﾟ操作を対象とする視線追加型ｲﾝﾀﾌｪ-ｽについて述べられ

ている.ﾄﾞﾗｯｸﾞｱｲｺﾝとﾄﾞﾛﾂﾌﾟｱｲｺﾝをﾀ-ｹﾞｯﾄとして, SemiAuto方式により連続して選択

することでﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛﾂﾌﾟ操作を行う. -般的なGUIを想定した環境で評価実験の結果,ﾏｳ

ｽのみの操作よりも効率良く操作できること,特にﾏｳｽ操作の初心者に有効であることが示され

ている.

第4章では,ｳｲﾝﾄﾞｳのｽｸﾛ-ﾙ操作を対象とする視線追加型ｲﾝﾀﾌｪ-ｽについて述べ

られている.ﾕ-ｻﾞのｳｲﾝﾄﾞｳ上の注目箇所に基づきｽｸﾛ-ﾙ制御を自動的に行う方式が提

案されている.提案方式を用いることで,ｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞやﾏｳｽによる操作を行わなくても,ﾕ-ｻﾞ

が読み書きしたいと考える情報をｳｲﾝﾄﾞｳに表示させることができる.文字列検索を対象とする

評価実験の結果,ｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞによる操作よりも効率が良いことが示されている.

以上の研究成果は,特殊化されたGUI上などの限られた環境でしか利用できなかった視線追

跡装置が-般的なGUI上においても有効であることを示したものである.よって博士(工学)の学

位論文として価値あるものと認める.


